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目次

①マイナ保険証・資格確認書について(2P～8P)

②各種給付申請について（10P～31P）
※傷病手当金についてご説明いたします

②は「協会けんぽＧＵＩＤＥＢＯＯＫ」から
抜粋して掲載しています。

ＨＰの広報資材集にも掲載されており
ますのでご利用ください。



①マイナ保険証・資格確認書について
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資格確認書の一括発行を実施します

令和６年12月２日より健康保険証は新たに発行されなくなり、健康保険証を利用登録した

マイナンバーカード（以下、「マイナ保険証」という。）で医療機関等を受診していただくことを基

本とする仕組みへ移行しました。

従前の健康保険証を保有している加入者については、経過措置期間として最長１年間は健

康保険証を提示することで、医療機関等で保険診療を受けることができます。

しかしながら、令和７年12月２日以降は健康保険証が使用できなくなることから、マイナ保険

証による資格確認を受けられない状況にある加入者に対しては、協会けんぽから資格確認書を

本人の申請によらず、令和７年12月１日までに交付する必要があります。

以上のことから、水色の健康保険証をお持ちの方のうち、マイナ保険証による資格確認を

受けられない状況にある方に対して、令和７年12月1日までに資格確認書を送付します。



①マイナ保険証・資格確認書について
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送 付
対 象 者

水色の健康保険証をお持ちの方のうち、令和７年４月30日時点でマイナ保険証に
よる資格確認を受けられない状況にある方（全国で約1,200万人）

送 付
時 期

令和7年7月～令和7年10月
※群馬支部の加入者は10/24発送予定

送 付
方 法

世帯単位で被保険者住所に送付
※資格確認書の送付用封筒１通につき、資格確認書4枚を同封。資格確認書が
5枚以上の場合は、複数の封筒に分かれます。
※不着となった場合、事業所宛に再送付しますので被保険者にお渡しください。

送 付 物

・送付書兼資格確認書貼付台紙
・資格確認書
・説明用チラシ
・個人情報保護シール
・返信用封筒（資格喪失者分を返送していただくため）



①マイナ保険証・資格確認書について
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〇発送スケジュール

事業所へ
対象者一覧を
お送りします。 🏠

被保険者へ
資格確認書を
お送りします。



①マイナ保険証・資格確認書について
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資格確認書等送付物を
被保険者住所に送付
5枚以上の場合は複数
の封筒に分かれます

🏠

被保険者住所にお送り
できなかった封筒をまとめ
て茶色の封筒に入れて
事業所に送付いたします。

☆資格確認書送付の流れ☆

①被保険者住所に送付します

②被保険者住所に不着となった場合は事業所宛に送付します



①マイナ保険証・資格確認書について
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今後の医療機関への受診方法について

現在



①マイナ保険証・資格確認書について
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「資格情報のお知らせ」の入手方法について



①マイナ保険証・資格確認書について
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「資格確認書」の入手方法について
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• 〈メモ〉
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②各種給付申請について（傷病手当金）
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②各種給付申請について（傷病手当金）
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②各種給付申請について（傷病手当金）

☆支給期間について☆

以前は支給開始日から起算して１年６か月後まででしたが、令和４年１月１日か
ら、傷病手当金の支給期間が通算化されました。

これは治療と仕事の両立の観点から、より柔軟な所得保障ができるよう「全世
代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する
法律（令和３年法律第６６号）」により健康保険法が改正されたものです。



（問１）支給開始日はいつでしょう

13

②各種給付申請について（傷病手当金）

令和 月年

１ ２ ３ ４ ７ ８ ９

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１

１０ １１ １２ １３ １４ １５

２２ ２３ ２４ ２８ ２９ ３０２５ ２６ ２７

６５

３１
０ 7 ０ ７

Ａさんは令和７年７月７日（月）に体調不良により早退、通院し２週間の自宅療養
が必要との診断がされる。８日・９日は自宅療養し、１０日は体調が良くなり出勤
したが、１１日から再び体調不良により休み始めた。
この時の支給開始日はいつでしょう。

早



答え 令和７年７月１１日
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②各種給付申請について（傷病手当金）

・令和７年７月７日の早退も待期期間に含まれる
・７日～９日の連続する３日間で待期完成
・１１日が支給開始日となる

（１１ページの２番目のイメージ図を参考にしてください）
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②各種給付申請について（傷病手当金）



（問２）支給額はいくらでしょう
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②各種給付申請について（傷病手当金）

Ａさんは令和７年７月７日（月）の早退の日から令和７年７月２３日（水）まで傷病
手当金を申請しました。
この時の支給額はいくらでしょう。
※条件（月給制、手当等なし、欠勤分は1/稼働日で控除）で考えてください

（千円）
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計算ページ （①→⑥の順に考えていきましょう）

① 支給開始日は〇年〇月〇日ですか .

② １２か月の標準報酬月額は〇年〇月から〇年〇月ですか

.

③ ②の平均はいくらですか .

.

④ １日当たりの支給額はいくらですか （15Pの四捨五入を参考に）

.

.

.

⑤ 支給日数は〇日ですか .

⑥ ④×⑤で支給額になります

④ ×⑤ ＝ 円
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②各種給付申請について（傷病手当金）

解答 （順を追って考えてみましょう）

① 支給開始日は〇年〇月〇日ですか

令和７年７月１１日

② １２か月の標準報酬月額は〇年〇月から〇年〇月ですか

令和６年８月～令和７年７月

③ ②の標準報酬月額の平均はいくらですか

（２０万円×１ ＋ ２２万円×１１） ÷ １２ ＝ ２１８，３３３円
200,000 + 2,420,000 = 2,620,000
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②各種給付申請について（傷病手当金）

④ １日当たりの支給額はいくらですか

まずは標準報酬月額の平均額の３０分の１を計算します
２１８，３３３円 ÷ ３０ ＝ ７，２８０円（１０円未満四捨五入）・・・Ⓐ

次にⒶの２/３を計算します
７，２８０円 × ２/３ ＝ ４，８５３円（１円未満四捨五入）

⑤ 支給日数は〇日ですか

１３日 （令和７年７月１１日～令和７年７月２３日）

⑥ 支給額は④×⑤です

４，８５３円 × １３日 ＝ ６３，０８９円
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②各種給付申請について（傷病手当金）

ちなみに、先程のＡさんが７月末に退職後、同じ傷病で8/1以降労務不能になった場合は
要件① ○満たしてる
要件② ×満たしてない（退職日に出勤をしているため）

よって退職後の受給はできません。要件④のように在職中から引き続き療養のために労務不
能であることが条件となります。
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• 〈メモ〉
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②各種給付申請について（傷病手当金）
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②各種給付申請について（傷病手当金）

調整の方法

①基本給や手当が出た場合、例えば交通費は欠勤控除せずに１ヶ月分出る場合は
給付１日あたり「交通費÷給与計算期間の日数」を減額調整します。

②給付１日あたり「（障害厚生年金＋障害基礎年金）÷３６０」を減額調整します。
障害手当金の場合は傷病手当金が障害手当金の額に達するまで減額調整します。

③給付１日あたり「老齢退職年金÷３６０」を減額調整します。

④業務外の理由で労務不能となった場合でも、別の原因で労災保険から休業補償給
付を受けている期間中は傷病手当金が支給されません。ただし、それぞれの日額を
比べた時に傷病手当金の日額の方が多ければ差額分を支給します。

⑤出産手当金の日額と比較し傷病手当金の日額の方が多ければ差額分を支給します。

注意！ ①～④が後日判明した場合は傷病手当金をお返しいただきます。



傷病手当金（事業主記入用）の記入について
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勤務状況について、出勤した日付 を「〇」で表示してください。

なお、出勤した日付は、所定労働時間の一部労務に服した日
も含みます。
・有給休暇や公休日の記入は不要です。
・有給休暇は下段の①～⑩に支給した日と金額をご記入くだ
さい。

・申請期間が３ヶ月を超える場合は申請書を分けてご申請くだ
さい。

・出勤していない日に対して、報酬等を支給した日がある場合
には、支給した日と金額をご記入ください。

・出勤していない日に対して支給した報酬等は、有給休暇の
賃金、出勤等の有無に関わらず支給している手当（通勤手
当・扶養手当・住宅手当等）、食事・住居等の現物支給してい
るものが該当します。

・支給していない報酬については、支給期間や金額（０円）の
記入は不要です。

・残業手当等の出勤した日に対して支給した報酬や、見舞金
等の一時的に支給したものの記入は不要です。

証明は、申請期間経過後の日付をご記入ください。

・申請時の事務効率化のため、出勤簿や賃金台帳の写し等
の書類は、添付しないでください。
・1枚の証明で賃金支給状況を記載できない場合は、事業主
証明のみ複数枚ご記入ください。

・訂正される場合は、訂正箇所を二重線（黒）で抹消して、正し
い内容をご記入ください。

②各種給付申請について（傷病手当金）
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（問３）記入してみましょう

令和 月年

１ ２ ３ ４ ７ ８ ９

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１

１０ １１ １２ １３ １４ １５

２２ ２３ ２４ ２８ ２９ ３０２５ ２６ ２７

６５

３１

（条件）
・申請期間：R7/7/1～R7/7/31
・勤務状況：出勤なし
・報酬：出勤していない日に対して支給していない

令和 月年
から

月年日 日 円

②各種給付申請について（傷病手当金）

①勤務状況

②報酬等
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答え

令和 月年

１ ２ ３ ４ ７ ８ ９

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１

１０ １１ １２ １３ １４ １５

２２ ２３ ２４ ２８ ２９ ３０２５ ２６ ２７

６５

３１

（条件） ・申請期間：R7/7/1～R7/7/31
・勤務状況：出勤なし
・報酬：出勤していない日に対して支給していない

令和 月年
から

月年日 日 円

０ ７ ０ ７

年月は必ず記入。 出勤はないので「〇」は記入しない。

出勤していない日に対して報酬を支給していないので空欄にする(０円とも書か
ない)。

②各種給付申請について（傷病手当金）

①勤務状況

②報酬等
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令和 月年

１ ２ ３ ４ ７ ８ ９

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１

１０ １１ １２ １３ １４ １５

２２ ２３ ２４ ２８ ２９ ３０２５ ２６ ２７

６５

３１

（条件）
・申請期間：R7/6/4～R7/6/21
・勤務状況：6/4早退、6/10と6/11有給、6/12出勤、6/13早退、6/17有給、6/22以降出勤
・報酬：有給で報酬あり(日額8,000円)

令和 月年
から

月年日 日 円

令和 月年
から

月年日 日 円

②各種給付申請について（傷病手当金）

（問４）記入してみましょう

①勤務状況

②報酬等
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令和 月年

１ ２ ３ ４ ７ ８ ９

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１

１０ １１ １２ １３ １４ １５

２２ ２３ ２４ ２８ ２９ ３０２５ ２６ ２７

６５

３１

（条件）・申請期間：R7/6/4～R7/6/21
・勤務状況：6/4早退、6/10と6/11有給、6/12出勤、6/13早退、6/17有給、6/22以降出勤
・報酬：有給で報酬あり(日額8,000円)

０ ７ ０ ６

待期期間初日の早退は「早」を記入。１３日の早退は待期期間の初日ではないので「〇」を
記入。１２日は出勤のため「〇」を記入。１日～３日・２２日～３０日は「申請期間」ではないの
で記入しない。

早

令和 月年
から

月年日 日 円

令和 月年
から

月年日 日 円

０ ７ ０ ６ １ ０ １ １０ ６０ ７ １ ６ ０ ０ ０

１０日と１１日の有給を記入。連続した期間は１段を使用して記入可。

０ ７ ０ ６ １ ７ １ ７０ ６０ ７ ８ ０ ０ ０

１７日の有給を記入。

②各種給付申請について（傷病手当金）

答え

①勤務状況

②報酬等



記入の注意点(給付の申請書１ページ目)
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「氏名(カタカナ)」は振込先口座名義に使用します。口座名義通りに記入してください。

※口座名義が旧姓の場合：運転免許証の写し等、氏名変更が確認できる書類及び預金
通帳の写し(写しや申請書に旧姓口座に振込を依頼する旨を記載してください)
※外国人被保険者の場合：預金通帳の写し(写しや申請書に当該口座に振込を依頼する
旨を記載してください)

②各種給付申請について（傷病手当金）



記入の注意点(傷病手当金２ページ目)
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傷病の原因が「2.仕事中(業務上)での傷病」「3.通勤途中での傷病」の場合、原則労災
保険給付の対象となり、傷病手当金給付の対象になりません。
労災保険給付については、まず労働基準監督署にご相談ください。

⑤-1が「1」の場合、⑤-2は空欄です

１

※傷病が勤務時間中に発生したとしても、
【傷病の原因が業務上での傷病】でなければ「1」を記入します。

②各種給付申請について（傷病手当金）



記入の注意点(２ページ目・３ページ目)
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２ページ目と３ページ目の
内容に矛盾があると
申請書が返戻になります。

報酬が
支払われている

報酬を受けてない

矛盾

②各種給付申請について（傷病手当金）

２ページ目

３ページ目

研修会にご参加いただきありがとうございました。


